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令和２年１１月１０日 
産業経済局緊急経済対策室

新型コロナウイルス感染症拡大に対する 
本市の緊急経済対策の取組状況について 

１ 緊急経済対策に係る予算規模 

緊急経済対策予算 合計 ６６６億９,９８２万円 ①

４月補正予算 ６２８億６,９６０万円

うち中小企業融資 ６００億０,０００万円

その他 ２８億６,９６０万円

6月補正予算 １７億４,３８０万円

9月補正予算 ７億９,５０２万円

予備費 １０億４,５９０万円

既決予算 ２億４,５５０万円

上記を除く R2産業経済局予算額 ５４７億８,３３４万円 ②

合計 １,２１４億８,３１６万円 ①＋②

R1産業経済局予算総額 ５６１億９,４８８万円

２ 事業継続への取組 

（１）ワンストップ相談窓口の設置 

戸畑
(テクノセンタービル）

小倉 
(ＡＩＭビル)

黒崎
(コムシティ)

開設 ３月９日 ３月９日 ４月２０日 

内容 

１）資金繰り相談
 ・中小企業診断士等による融資相談 
・売上減少の認定書発行

２）雇用調整助成金申請支援
 ・社会保険労務士及び職員による書類作成を手伝う伴走支援 
３）国・県・市の各種助成金相談
・持続化給付制度（国・県・市）
・家賃補助 など

実績 【１０月末時点】 
相談件数：３１,８５７件（一日最大相談件数 ６６７件） 
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（２）資金繰り対策（中小企業融資）

名称 北九州市中小企業融資制度 （参考）福岡県中小企業融資制度
特徴 低金利・保証料ゼロ ３年間実質無金利・保証料ゼロ

詳細 

対象者：危機関連保証及び
セーフティネット保証 

    4 号の認定を受けた方 
限度額：8,000 万円（4号は 1億円）
利 率：0.9％（4号は 1.2％） 
保証料：ゼロ
担 保：無担保

対象者：危機関連保証及び
セーフティネット保証 

    4 号・5号の認定を受けた方
限度額：4,000 万円 
利 率：実質無金利（3年後 1.3％）
保証料：ゼロ
担 保：無担保

実績 
【１０月末時点】２，８０８件 
        約６８５億円 

【１０月末時点】８，４５８件 
        約１，３５３億円

（３）急激な売上減に対応した支援 

 ア 休業要請等賃借料緊急支援金

新型コロナウイルス感染拡大にともない、休業等を行った施設に対し、家賃等
相当額を支援する制度。北九州市独自の支援策として国・県に先駆けて実施。 

内 容

給付対象者 福岡県の休業等要請を受け、期間中に１５営業日以上休業した中
小企業者・小規模企業者の市内施設

給付額 １ヶ月分の賃借料の８割（上限４０万円）

申請期間 令和２年５月１０日～６月３０日

実績 【９月１５日支払完了】５,０３９ 件 
６億６,３３８万円

 イ 持続化緊急支援金

新型コロナウイルス感染症の影響で売上が減少した事業者を救済するため、県
が給付する「福岡県持続化緊急支援金」へ給付金を上乗せして支援する制度。 

内 容

給付対象者 
市内の中堅・中小法人及び個人事業者等で、「福岡県持続化緊急
支援金」の給付認定を受けた者のうち、法人税又は所得税の納税
地が北九州市内である事業者

給付額 中堅・中小企業等     一律２０万円 
個人事業主・フリーランス 一律１０万円

申請期間 令和２年５月１８日～８月３１日

実績 【１０月末時点】２，３２４ 件 
３億４,７６０万円
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（４）特にダメージが大きい飲食・サービス業等への支援 

 ア 新しい生活様式の店舗助成事業

緊急事態宣言の終了に伴う事業再開に向け、人が集まる店舗等における市民の
感染予防の徹底を図るため、感染防止対策に対応した店舗改修等を支援。 

当初分 再募集分

助成 
対象 
・ 
助成額

換気扇、間仕切り、非接触型自
動水栓、空気清浄機などの設
置に要した経費 

上限２０万円（自己負担５万
円） 

１）店舗改装に対する助成 
換気扇、間仕切り、非接触型自動水栓などの
設置工事に要した経費 
助成額：上限２０万円（自己負担５万円）
２）ビルオーナーに対する助成 
 ①飲食店舗に代わり実施した上記１）の経費
助成額：１店舗あたり上限２０万円

 （自己負担５万円）×店舗数（同意店舗分）
 ②共用部分で実施した上記１）の経費 
補助率：1建物あたり４/５ 
上限額：3,000 ㎡未満 １００万円 

      3,000 ㎡以上 ２００万円 
３）消耗品の購入支援 
 消毒液やマスクなど感染防止対策のための
消耗品等の購入に要する経費 
助成額：上限２万５千円
（福岡県の助成対象店舗は除く。）

申請 
期間

６月１日～９月１５日 ９月１６日～１１月３０日
（ビルオーナー向けのみ１１月１６日まで）

実績 【１０月末時点】２，９３６件 
約５億７００万円

イ クラウドファンディングによる飲食業の先払い支援

クラウドファンディングを活用した前払い方式による飲食店等の資金調達支援
飲食店等支援事業 「夏に行く券」。 

第１回（４月３０日～５月７日） 第２回（６月４日～６月１１日）

概要 
支援者には将来使えるプレミアム付食事券を発行し、事業者はコロナ収束
前に資金を受け取ることができる。
プレミアム率：２０％（一口５，０００円⇒応援チケット６，０００円）

目標額 ７００万円 ２，０００万円

実績 
支援金額：８９，７０１，３８８円
支援者数：５，４４５名 
参加店舗数：４０７件

支援金額：５６，０５９，５００円
支援者数：３，２５１名 
参加店舗数：５９４件



4 

ウ 宿泊モニターキャンペーン

割引販売を条件に市が部屋を買い上げ、宿泊モニターに格安で販売するキャン
ペーンを実施。 

内 容
販売価格 １，０００円～３，０００円

実施期間 令和２年７月１日～９月３０日 

実績 約６４,０００人泊 

３ 雇用維持への取組

（１）雇用調整助成金申請の市職員による伴走支援

研修を受けた本市職員と社会保険労務士が、国に申請書を提出するところまで
複数回にわたり支援するなど、徹底して書類作成を手伝う。 

内 容

雇用調整助成
金の拡充

国は、新型コロナウイルス感染症の影響に対応するため、雇用調
整助成金の助成額の上限額の引き上げ等の特例を実施。
【助成額の上限額の引き上げ】8,330 円⇒15,000 円 
【助成率の拡充】（解雇等せず雇用の維持に努めた中小企業）
9/10⇒10/10

支援体制 

１）はじめての相談 
助成金の概要や申請手続きの説明
必要書類等の準備支援 

２）２回目以降の相談
  申請書類（教育訓練加算を含む）等の作成支援 
３）最終チェック 
申請書類等の最終チェック

実績 

【１０月末時点】 
相談件数：１,８１２件 
事業者数：７５６事業者

（うち全ての申請書類作成支援：１２８事業者）
申請率 ：８９．３％
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（２）緊急短期雇用創出事業

新型コロナウイルス感染症の影響により働く場を失った方などに対し、緊急に
短期の雇用を実施し、生活を支援。 

内 容

実施期間 令和２年５月～令和３年３月 
（当初予定：令和２年７月末までを延長）

主な業務 ・公共施設の清掃・消毒業務 
・文化施設などにおける入場整理業務 など

実績 【１０月末時点】 
２，２８０人


